
広島市立大学・情報科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２５４０３

基盤研究(B)（一般）

2017～2015

メゾスケール構造を有する物体表面の精確なモデリングおよび再現

Precise Modeling and Rendering of the surface of objects with mesoscopic 
structure

４０３１４４０５研究者番号：

日浦　慎作（Hiura, Shinsaku）

研究期間：

１５Ｈ０２７２７

年 月 日現在  元   ５ ２２

円    12,970,000

研究成果の概要（和文）：複雑な反射特性を有する物体の形状と反射特性を効率よくモデル化・レンダリングす
る手法を開発した．見えの計測と圧縮については，負値を取り扱う必要がないNMF（非負値行列因子分解）を用
いることで，レンダリングの高速化にも寄与することを示した．また形状の計測については，照明の方位が不明
でも陰影変化から物体の形状を求めることができる未校正照度差ステレオ法に関する研究を行った．

研究成果の概要（英文）：We developed the methods to model and render the shape and reflection of 
objects with complex reflection property. For the measurement and compression of the appearance of 
an object, we used NMF (Non-negative Matrix Factorization) which does not need to handle negative 
values, and confirmed that our method contributes to accelerate rendering with high quality. For the
 measurement of the 3D shape of objects, we did a research on uncalibrated photometric stereo method
 which can estimate the shape of objects with unknown illumination conditions. 

研究分野：コンピュータビジョン

キーワード： 双方向テクスチャ関数　照度差ステレオ法　非負値行列因子分解

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
皮革や織物など微細な凹凸とテクスチャを有する実物体の反射特性や形状を計測し，それを任意の形状・視点・
光源環境に適用したCGを生成することは従来困難であったが，これを実現する手法を開発した．この技術は，自
動車内装や服飾等の分野における品質管理，電子商取引（ネット販売），試作レス化など，日本独自の高度なも
のづくりにおける高付加価値化と製造拠点の国際化による低コスト化を両立させるために必須の技術である．
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図 7(i)に示す.また提案手法がどの程度正しく求められて
いるのかを調べるために照度差ステレオ法を行って比較し
た.本研究では,この値を真値とする.図 7(g)に真値の法線
を,図 7(j)に図 7(g)をもとに復元した形状を示す. 実験結
果は特異値分解で得られた解に比べてより正確な形状を求
めることができた.しかし,実際の形状より平坦になってい
ることがわかる.この結果から法線と光源方向にある曖昧
性行列正しく求めることができたと考えられる.

5. おわりに
本研究では平均画像によるアルベドの推定をすることで
多色物体を単色物体として扱うことができるようにした.

そして,表面ベクトルの長さが 1になることを利用して曖
昧性行列を求めた.さらにガイド法線を求めて,ガイド法線
の向きに表面ベクトルを向けることで 3次元形状を推定す
る手法を示した.精度評価はほぼ正しい値が得られること
がわかった.実物体の測定は実際の形状よりも平坦になっ
ているがおおよその形状は求められていることが分かった.

そのため,本研究の手法に新たな制約を用いることでより
正確な形状測定を行うことが今後の課題となる.
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